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【定例活動報告】 

　現在私は、大学で地理情報システム(GIS)や植生地理学を学んでいます。
そのような視点で林内を歩くと、微地形や周辺環境と植生の関係について
考えるようになります。最近は、静岡県の函南原生林において、倒木など
により生じる林内のギャップを研究しています。ギャップは植生の更新の
場であり、森林構造の変化に影響を与える存在であるため、これからの森
の動きを捉える上では重要な要素です。このようなことを学び、新たな視
点を得たことにより、間伐も単なる作業ではなく森林動態の一部に触れて
いるような実感が持てるようになりました。またGISやドローンを用いるこ
とで、森を歩くだけでは見ることのできないスケールで、森林構造を把握
することができるようになります。現地での感覚とデータでの俯瞰、その両方
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理せず、楽しく、休ま
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が森林を理解する上では重要であると感じています。今後も、林内でしか得られない感覚とデータを組み
合わせることで、多面的な視点で森づくりに関わりたいと考えています。 

永田　桃夏（東京都立大学都市環境学部４年） 

【定例活動報告】知足の森 

　今回、私たち思惟の森の会は新歓期間として、今年度入学の新入生を連れ初めての参加となりました。
今回参加した新入生はこのような林業体験が初めてだということで、伐採を自らの手で経験させたこと
は、非常に意義深いことであったと認識しています。さらに、今回1年ぶりに相模湖での林業体験を行った
という2年生も多く、これからの相模湖での活動に継続して参加する意欲を持ったとの意見も聞かれまし
た。 
　宮村先生から以前看板づくりに利用させていただいた、木工機械等を利用させていただけるというお言
葉をいただいたことで、会員も材の木工での活用について広く模索している状況です。思惟の森の会での
さらなる森林資源活用の一助となることが期待されますので、利用させていただく際はご協力の程よろし
くお願いします。最後になりますが、今回も活動に思惟の森の会をお招きいただきありがとうございまし
た。今後ともよろしくお願いいたします。 

木内　晃太朗（早稲田大学、思惟の森の会） 

　おさない頃から自然と触れ合ってきた自分にとって、ガーデニングなどはとても身近で慣れ親しんだも
のでした。しかし本格的な森林整備はこれが初めてで、まだまだ自分が森について知っていることは序の
口だということを思い知りました。 
　午前に切った杉の幹の大きさはこれまで庭で切っていた木とは比べ物にならず、大勢の仲間とのチーム
ワークを要しました。想像
していた何倍も大変でした
が、その分やりがいがある
仕事でした。 
　また午後の広葉樹の間伐
では、一人一人が自立して
急斜面で行動し、自分の判
断力とコミュニケーション
能力が試されました。みん
な別々の場所で作業をして
いたので十分な注意を払う
必要があり、度々危険な場
面もありました。それらの
再発防止のためにも、これ
からは指示によりよく従
い、リスクは高く見積り行
動していきたいです。 
　この相模湖でのボラン
ティアは、初回から自分に
様々な体験とレッスンを与
えてくれました。また来月
からもこの経験を活かして
安全を確保しながら地域に
役立っていきたいです。 

佐藤　友哉（国際基督教大
学高等学校１年） 
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桜井尚武の 

森のコラム 

　80年前に第二次世界大戦が終わりましたが、東京を
はじめとして日本各地の町や村は米軍の空襲爆撃を受け
て焼け野原となっていました。その跡地復興の資材とし
て木材が大量に必要だったのです。先ず住む家が必要、
日本の家は丸太を四角に製材した柱や平たく製材した板
材を材料とする軸組と言われる工法で作ります（図
１）。 
　家を作る材料の木は家の構造が壊れない程度に丈夫
で、曲がりや狂いが家を作れる許容範囲にあるものであ
れば何でもいいのですが、日本全国の住居を再建しよう
という需要に応えられるその条件に合うものはそれほど
多くはありません。日本の建築家、大工、林業家は多く
の樹種の特性を知っていて彼らに選ばれたのがスギ、ヒ
ノキ、マツ（クロマツ、アカマツ）でした。スギやヒノ
キを栽培できない北海道ではエゾマツ、トドマツが選ば
れました。高標高地に適応したカラマツ、これらに加え
てリュウキュウマツが主要なものとして林業種苗法に載
せられています。 
　図2にスギ、マツ、ヒノキのha（ヘクタール）当たり
の胸高断面積合計値の推定値を載せました。胸高断面積
合計値とは地際から1.2mの高さで測った直径（胸高直
径）から計算した断面積を測定調査林分内の全ての樹木
について合計したものをha当たりの量に換算したもので
す。四手井さん（京都大学名誉教授）は樹木の体積を測
定するのは大変なので、測定が簡単な直径から計算でき
る断面積で代用したのでしょう。施業林とは普通に育て
られている林のことです。これでみると単位面積当たり
（この場合はha当たり）の樹木の材積（体積）はスギ
が、ヒノキやマツよりも可成り大きいと推定されること
が解ります。 
　スギは長い寿命を持つ樹種で大変大きくなる木でもあ
ります。しかし大きくなるためには長い時間枯れずに堪
える性質があることも必要です。図3は天然林のスギ
（左）と人工林のスギ（右）から採取した円板です。人
工林木の円板の中心部の年輪を見ると幅が広く成長のい
いことが窺われます。これに対して天然林木の円板の中
心部の年輪は大変密で３０～４０年位迄はあまりに幅が

細かいので数えられない程です。人工林木は苗が畑で育てられ植え付けた後も競合する雑草木を除去する
保育作業（下刈りといいます）を行われて育つのに対して、天然林木は一般的に上木の樹冠下で雑草木に
も被圧されて光の乏しい環境で長いこと耐えた結果を示しています。この木の場合４０年以上経って光環
境が好転した後に旺盛に成長できるようになったと考えられます。育つための手助けをしてやれば早く成
長できるのが人工林の利点で、スギはその中でも成長の早い種特性があることが解ります。  

桜井　尚武（本会、会員） 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「スギ(Cryptomeria japonica)その４　
人工林でスギを植える理由   」 

図１　建築中の軸組み工法の家  

図2　主要樹種の胸高断面積合計値の推定値（四手井1974）  

図3　天然木（左）と人工林木（右）の円板  
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【活動報告】新年度のGTEラボの活動も始まっています 

　本会に参加する中高生は、東京学芸大Explayground推進機構のGREEN TECH ENGINEER LABと東
京学芸大Explayground緑の少年団と３つの肩書きで活動しています。いずれも学校の部活動と違い、放
課後のアフタースクールという位置付けで、学校が設定する様々な仕組みを使わずに仲間を集めなければ
なりません。チラシの作成から、新歓イベント（自分たちがやりたいだけだったりするバーベキュー大
会）、体験ものづくりなどを準備し、新入生の勧誘を行なっています。まだまだ生徒も保護者も放課後は
部活をするもの、という強い束縛の中、自分たちでやりたいから、作りたいから、社会や地域の課題を解
決するためのものだから、と日々奮闘しています。この４月の１ヶ月だけでも、体験会をやり、バーベ
キューのチラシを学校で配らせてもらったり、端材にしか見えない残り材の中からこれまでのイベント体
験をもとにその日１時間で完成できるネタを考えたりしています。現在、10名を超えるメンバーが既に登
録しており、出足は上々といったところです。また高校生は総合的な探求の時間で鹿の食害に取り組むべ
く、準備を始めています。５月からは森の活動にも本格的に参加
し、森をつくる、いかす、つなぐを自分たちの方法で表現していく
ことになります。もしかしたら４つ目のキーワードを見出すかもし
れません。すでに３つほど「お仕事」以来もいただいており、これ
からの活躍に期待です。みなさまのご支援、ご指導どうぞよろしく
お願いいたします。　　　　　宮村　連理（本会、副理事長） 
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参加にあたって：

初参加者は、9時15分までに
JR相模湖駅前に集合です。服
装、持ち物については、汚れ
ても良い服装、着替え、滑ら
ない靴　成るべく皮製手袋、
万一の怪我に備えて保険証、
飲料水、主食、昼食 

危機管理・救急対応：


危険管理・救急体制・森林ボ
ランテイア保険の準備の他、
会として可能な限りの体制を
敷いていますが「怪我・事故
は、自己責任」です。 

NPO法人 
緑のダム北相模 
名称：特定非営利活動法人　緑のダム北相模 
現地事務局：〒252-0172　相模原市緑区与瀬本町12　かどや食堂内 
支援団体：セブン-イレブン記念財団 
　　　　　積水ハウスマッチングプログラム、国土緑化推進機構 
　　　　　パタゴニア 
協働団体：神奈川県、相模原市、麻布大学、マルモ出版、 
　　　　　東京学芸大学環境教育研究センター、 
            （社）東京学芸大EXPLAYGROUND推進機構、 
　　　　（社）さがみ湖 森・モノづくり研究所
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